教育臨床心理　7/2 愛着

1、 愛着とは何か

愛着の定義：特定の他者に対して情緒的な結びつきを形成する傾向

提唱者：ボウルビィ（1907～1990）

　　　　　・イギリスの小児精神科医

　　　　　・人間の愛着（＝アタッチメント）を理論化

　　　　　・子供の依存や退行という概念に否定的

愛着の行動

1 発信：他者への信号送信　例　泣き／微笑／発声　

2 定位：他者の位置を捕捉　例　注視／後追い

3 接触：能動的な身体接触　例　抱きつき／しがみつき

2、 愛着の発達

愛着が形成される段階

第一段階：人物の識別が伴わない定位と発信（２～３ヶ月）

　　　・母親（＝養育者）以外にも広く愛着を向ける（愛着としては未完成）
第二段階：特定の対象への定位と発信（３～６ヶ月）

　　　・特定の人物を弁別的に知覚してやりとりを展開

第三段階：特定の対象への近接（6か月～2・3歳）

　　　・母親を[安全基地]とみなした探知行動の開始

　　　・母親への選好が強まる⇒分離不安（＝8か月不安）

（分離不安が強いと）見知らぬ他者からの働きかけに応じない（＝人見知り）
第四段階：目標修正的な協調性の形成（3歳前後～）

　　　・母親（他者）が助けてくれるとの主観的確信が高まる
3、 愛着の類型

愛着の測定

ストレンジ・シチュエーション法：提唱者：エインズワース（1913-1999）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・アメリカの発達心理学者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・母親＝安全基地であると提唱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・愛着を３つのタイプに分類

・母親との分離・再会時の行動を観察する手法（1歳児）

　　・8場面の行動について６つの観点から判定

場面①　母子がおもちゃのある部屋にいる

場面②　母は着席、子どもは探知行動

場面③　ストレンジャー入室①
場面④　母の退室：母子分離①

場面⑤　母の入室：母子再会①　（ストレンジャー退室）
場面⑥　母の退室：母子分離②　（子供の完全孤立）⇒泣きだす

場面⑦　ストレンジャー入室②

場面⑧　母子再会②　（ストレンジャー退室）⇒子供の能動的接触

愛着の個人差（＝タイプ）

・大きく３タイプ（Ａ型・Ｂ型・Ｃ型）に分類（Ｄ型を入れると４タイプ）

1 探索：実験室内の探索／部屋に不在の母を探す　　　（→安定）

2 回避／抵抗：接触を避ける／癇癪を起こす・叩く　　（→不安定？）

Ａ型：回避　・親を基点とした探索：なし
　　　　　　・分離：混乱なし／再会：目をそらす

Ｂ型：安定　・探索行動：あり／ストレンジャーにも親和的

　　　　　　・分離：多少の混乱／再会：積極的に近接

Ｃ型：抵抗　・探索：なし／親から離れたがらない

　　　　　　・分離：強い混乱／再会：近接＆怒り表出
Ｄ型：無秩序・行動の一貫性がない（被虐待児の特徴？）

　　　　　　　　例　突然のすくみ／再会：近接＆回避

4、 愛着の影響

愛着と対人関係の関連

内的作業モデル：他者が自分の求めに応じてくれるとの確信
　・養育者以外との他者との関わりに適用されるモデル
　・対人関係一般の表象（＝イメージ）として機能
　　　　例　親とのかかわり⇒教師／仲間とのかかわり
アダルト・アタッチメント：恋愛に影響する成人の愛着
1 安定型：信頼や友情を感じやすい／柔軟な自己開示

2 回避型：恋愛経験に乏しい／強い愛情を感じにくい

3 抵抗型：信頼できず嫉妬しやすい／親密さを求める

・抵抗型の別名：アンビバレント型／とらわれ型
まとめ

再び、愛着の定義：安全基地
・親と子の間に結ばれる無条件の信頼関係（＝絆）

愛着の発達と類型：分離不安・抵抗型・回避型
・３歳頃までに形成：人見知りの出現が指標となる

・［ストレンジ・シチュエーション法］によって分類

愛着の影響：内的作業モデル　　アダルト・アタッチメント
・母子関係をモデルとして他者へと広がっていく

「揺り籠から墓場まで」機能する付き合い方のテンプレート
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